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Objective of this study is to examine the impact of an experience of cultivation of one kind 
of vegetables on vegetable consumption for preschool children of 4-years old. We selected 
“eggplant” as one of vegetables. The study design was pre-post study design. We 
compared amount of consumption of “eggplant” and “other vegetables” at kindergarten 
and at home, between before and after an experience of vegetable cultivation at 
kindergarten. The subjects were 32 preschoolers aged 4-years old in one kindergarten at 
Niigata city. The intervention was consisted of eggplant cultivation, harvesting, cooking and 
eating during May to July in 2010. Before and after the intervention, amounts of leftover of 
2 kinds of eggplant dishes and other 2 vegetable dishes at lunch in the kindergarten were 
weighed. The questionnaire surveys were conducted for caregivers to evaluate the 
consumption of vegetables of preschoolers at home. The results revealed significant 
increase of amount of consumption for 2 kinds of eggplant dishes at lunch in the 
kindergarten after intervention. We could not compare consumption of other vegetable 
dishes clearly, because the kinds of those dishes were different.  Significant difference was 
not found for consumption of eggplant dishes at home. These results suggested the impact 
of cultivation of one kind of vegetables on the consumption of the vegetable, which is 
cultivated by the children, at lunch in the kindergarten. However, our data could not 
suggest impact on consumption of other vegetables at lunch in the kindergarten and impact 
on consumption of the vegetable at home. 
Yasuko Kanno１）, Nobuko Murayama２）
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幼稚園の４歳児における単独の野菜栽培体験が野菜摂取に及ぼす影響
要約
　本研究では、幼稚園の４歳児における園内での単独の
野菜栽培体験は、幼稚園給食及び家庭食の野菜摂取に影
響を及ぼすのかを検討するとともに、野菜摂取の影響
は、栽培した野菜だけに見られるのか、栽培をおこなっ
ていないその他の野菜にもみられるのかを検討すること
を目的とする。単独の野菜として「なす」をとりあげた。
前後比較デザインを用いた。対象は新潟市内の１幼稚園
の４歳児３８人。介入は平成２２年５月～７月に、「なす」の
栽培、収穫、調理、摂取をおこなった。介入前後に幼稚
園給食で前後同一の「なす」料理２種、前後で異なる通
常給食の副菜２日分の残食調査をおこなった。家庭での
野菜摂取等は保護者への質問紙調査で把握した。その結
果、１）幼稚園給食では、「なす」料理は事前に比べて事
後で摂取量が有意に多かった。「なす」以外の通常給食
の副菜２日分については、料理の種類が異なるため、比
較はできなかった。２）家庭で「なす」料理が出された
ときに「食べる」４歳児の割合は、事前と事後で有意差
はみられなかった。
　幼稚園の４歳児が、幼稚園で２ヶ月間、単独の野菜栽
培体験をすることで、栽培をおこなった野菜について
は、幼稚園給食で摂取量が増加することが示唆された。
しかし、他の野菜の摂取、家庭での野菜摂取に影響を与
えるかどうかを明らかにすることはできなかった。
Ⅰ　背景・目的
　ここ数年、全国的に食育の重要性が認識されるように
なり、平成１７年７月には食育基本法１）が施行された。ま
た、平成２１年度から完全実施された改訂幼稚園教育要
領２）には、新たに食育が盛り込まれ、「幼稚園における食
育の推進」が明確に位置づけられた。子ども達に「自然
体験」や「食の大切さ」、「命や環境の大切さ」を実感で
きる機会を創出することが求められ、子ども達が自ら体
験し、豊かな人間性を育む一助とするため、普段は何気
なく使っている五感「見る、聞く、触る、嗅ぐ、味わう」
を使った農作業体験や調理体験等の体験型の食育を取り
入れる必要性が認識されてきた。また、近年、食農保育
というものが注目されている３）。
　園児自身が野菜等の苗の植え付け、水やり等の栽培、
また、収穫･調理を体験することで食べ物の育ち方がわ
かり、実際に野菜を触り、形や名前を覚えることで、食
への興味･関心が高まることが期待される。また、幼少
期の体験は生涯をより良く生きていくための実践に繋
がっていくと考えられる。
　先行研究では、視覚や味覚に着目した食教育は、児童
の野菜への苦手意識を減らし、食べてみようという摂取
意識を高めることが報告されている４）。また、幼稚園に
おける野菜や果物の栽培・収穫・調理・摂取をおこなっ
た食育プログラムから得られた結果では、５歳児で野菜
嫌いの割合が５６%から１年後には４２%に有意に低下した
と報告されている５）。しかし、先行研究では、５歳児だ
けでなく４歳児でも効果がみられるのか、複数の野菜栽
培ではなく単独の野菜栽培でも効果がみられるのか、さ
らに、栽培した野菜だけに効果がみられるのか、栽培を
おこなっていないその他の野菜でも効果がみられるの
か、幼稚園と家庭での摂取への影響に違いが見られるの
かについては明らかでない。
　そこで、本研究では、幼稚園の４歳児における園内で
の単独の野菜栽培体験は、幼稚園給食及び家庭食の野菜
摂取に影響を及ぼすのかを検討するとともに、野菜摂取
の影響は、栽培した野菜だけに見られるのか、栽培をお
こなっていないその他の野菜にもみられるのかを検討す
ることを目的とする。
　本研究で単独の野菜として「なす」をとりあげ、「野菜
栽培体験」とは、「なす」の栽培・収穫・調理・摂取まで
とした。
Ⅱ　方法 
１　対象者
　新潟県新潟市の１幼稚園の４歳児３８人（A組１９人、B組
１９人）と、その保護者を対象とした。
　対象幼稚園の給食提供方式は、週４日外部委託であ
り、週１日水曜日は自宅から持参するお弁当の日であ
る。給食は和食中心のメニューで、完全米飯給食を実施
している。また、給食の特徴として、主食のご飯が１７０ｇ
と他の幼稚園（１２０～１５０ｇ）に比べて多い。これは、「ご
飯をしっかり食べる」という園の考えがあるからであ
る。それに伴って、おかずの味付けがしっかりしてい
る。また、汁物に野菜が多く使用されており、牛乳やハ
ム、加工品の使用はない。
　解析対象は、幼稚園内での「なす」や「その他の野菜」
の摂取に関する項目については事前事後の摂取量調査を
実施した８日間すべて出席していた３２人、家庭内での
「なす」の摂取に関する項目については「なす」の味噌
炒めとカレー炒めの摂取量調査を実施した４日間すべて
出席し、かつ事前事後の保護者への質問紙調査で記入漏
れが無かった２５人とした。
２　調査時期
　研究期間は、２０１０年５月中旬～７月下旬とした。事前
調査は２０１０年５月中旬、「なす」栽培・収穫・調理・摂取
は５月下旬から７月中旬、事後調査は７月下旬に実施し
た。
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３　介入内容
　栽培に使用した野菜を「なす」とした理由は、介入対
象の幼稚園では毎年プランターを使った野菜栽培を実施
しており、４歳児においては短期間で収穫し、栽培が比
較的簡単な野菜である「なす」が栽培されていたためで
ある。したがって、摂取状況を把握する野菜は「なす」
と「その他の野菜」とした。本研究の野菜の定義は、い
もやきのこ、海藻類を除いた、緑黄色野菜と淡色野菜と
した。
　「なす」栽培は、５月中旬に４歳児が５人１グループと
なり、プランターに「なす」の苗を２本植えた。その後、
各グループ内で毎日（雨の日を除く）順番に水やりを
行った（３２日間）。同時に、晴れている日は「なす」の様
子を観察するように働きかけた。７月中旬に「なす」を
収穫し、先生と一緒に「なす」を切り、炒めた。最後に
ミートソースを加え、給食と一緒に食べた。
４　調査内容と方法
　研究デザインは、前後比較デザインとした。
　１）幼稚園給食の摂取量調査
　幼稚園給食での野菜摂取量を把握するため、「なす」栽
培体験前後に「なす」料理２種類と通常給食の副菜２日
分の摂取量調査をおこなった。対象幼稚園は通常、委託
給食だが「なす」料理の摂取量を計量した日は、本来の
献立の副菜と研究のために事前事後調査で統一した「な
す」料理を入れ替え提供した。「なす」料理は、和風（味
噌炒め）と洋風（カレー炒め）の２種類であり、事前事
後に各料理を１回ずつ提供した。盛り付け量はいずれも
秤量し５０ｇとした。喫食後に残量を秤量し、盛り付け量
から引いて摂取量を算出した。
　「なす」以外の野菜料理の摂取量調査では、通常給食の
野菜料理を前後で統一することは困難であったため、事
前は、「まめもやしの中華和え（中華味）」と「ひじきい
りサラダ（ドレッシング味）」、事後は「含め煮（しょう
ゆ味）」と「きざみ昆布の炒り煮（しょうゆ味）」であり、
前後で異なる料理であった。したがって副菜の中に含ま
れる野菜の割合も異なっていた。そのため、提供した副
菜中に含まれる野菜量を分母とし、残食の中の野菜量
（調理後重量）のみを計量して分子とし、野菜摂取率と
した。副菜中の野菜量は、調理後の重量変化を考慮する
ため、（献立上の副菜中の野菜重量／献立上の副菜中の
全食材量合計）×調理後の副菜の盛り付け量５０ｇで算出
した。
　摂取量調査を実施した各日の給食献立を表１に示す。
なるべく類似の料理の比較をするため、事前の「ひじき
いりサラダ」と「きざみ昆布の炒り煮」を比較すること
とし、その他の「もやしの中華和え」と「含め煮」を比
較することとした。
　事前調査は、「なす」の苗を植えつける７日前以内（土
日、及びお弁当の日を除く）、事後調査は、「なす」の収
穫・調理・摂取をおこなった日の７日後以内に実施した。
なす料理は新潟医療福祉大学にて調理し、幼稚園に運
び、通常給食と一緒に提供した。
　２）質問紙調査
　４歳児の全保護者を対象に、「なす」栽培体験前後に、
無記名自記式の質問紙調査を留置き法でおこなった。封
筒に番号を記入し、幼稚園教諭が番号と氏名を照合して
配布・回収した。質問紙の内容は、『家庭で「なす」料理
を出したときの４歳児の摂取状況』、『「なす」以外の野菜
で嫌いな野菜の種類』、『嫌いな野菜への保護者の対応』、
『家庭で野菜栽培を行っているか』を質問した。本研究
では、家庭内の食事については、栽培した野菜（なす）
のみについて栽培前後の摂取状況を把握した。４歳児の
保護者全て３８人に質問紙を配布し、回収率は事前調査で
表１　摂取量調査　各日の給食メニュー
給与エルネギー量メニュー
（kcal）汁副菜主菜主食月日（曜日）
４８９野菜汁まめもやしの中華和えいり豆腐しらすゆかりごはん５月１７日（月）事前
４９７かみなり汁なすの味噌炒めサンマの甘辛煮ごはん５月１８日（火）
３９１味噌汁なすのカレー炒め春雨の中華炒めかやくごはん５月２０日（木）
４４６味噌汁ひじきいりサラダイカのカレー炒めなめしごはん５月２４日（月）
４３１田舎風味噌汁なすの味噌炒めカレイの野菜あんかけまぜごはん７月１５日（木）事後
５２４味噌汁きざみ昆布の炒り煮サンマの甘辛煮ごはん７月１６日（金）
４４５味噌汁なすのカレー炒め厚揚げと春雨のマーボー煮鮭ごはん７月２０日（火）
４８２味噌汁含め煮ししゃもの唐揚げゆかりごはん７月２２日（木）
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は３６人（９５％）、事後調査では３１人（８２％）であり、事前
事後共に回答が得られた有効回答率は２５人（６６％）であっ
た。
　３）解析方法
　データの分析には、統計ソフトSPSS １６.０ J for Win-
dowsを利用した。幼稚園給食の摂取量の前後比較には
対応のあるｔ検定、質問紙調査結果の前後比較にはノン
パラメトリック検定（Wilcoxonの符号付順位検定、
McNemar検定）をおこなった。統計的有意水準は５％未
満（ｐ＜０.０５）とした。
５　倫理的配慮
　本研究は、新潟医療福祉大学倫理委員会の承認を得て
実施した（承認番号１７１７３-１００６０３）。研究対象の保護者に
対して、文書で研究の目的、方法、個人が特定されない
こと、データは研究以外には使用しないこと、参加は自
由であり参加しなかったことによるデメリットはないこ
とを文書で説明し、回答をもって同意したとみなした。
Ⅲ　結果
　対象者の野菜についての家庭環境を表２に示した。保
護者の回答として、「なす」が嫌いな園児は４０%、「なす」
以外で嫌いな野菜がある園児は６８%であった。子どもが
嫌いな野菜は、調理上の工夫をして食べさせようとする
保護者が６８％であった。自宅で子どもも一緒に野菜栽培
をしているとした保護者は６０%であった。
　「なす」の味噌炒めとカレー炒めにおける事前事後の
摂取量の結果を表３に示す。「なす」の味噌炒め、カレー
炒めともに、事前に比べ事後で摂取量が有意に多かった
（順にｐ＝０.００１、ｐ＜０.００１）。
　通常給食の副菜における事前事後の野菜摂取率の結果
を表４に示す。通常給食の副菜の野菜摂取率は、事前の
表２　対象者の野菜についての好き嫌いと家庭環境（事前調査より）
％人数
（１００.０）ｎ＝２５カテゴリ項目
子どもの「なす」の好き嫌い
（１６.０）４とても好き
（　４.０）１少し好き
（４０.０）１０どちらともいえない
（２４.０）６少し嫌い
（１６.０）５とても嫌い
子どもが「なす」以外で嫌いな野菜
（６８.０）１７ある
（３２.０）８ない
子どもが嫌いな野菜の個数
（３２.０）８０個
（１６.０）４１個
（　８.０）２２個
（　４.０）１３個
（　４.０）１４個
（３６.０）９５個以上
子どもが嫌いな野菜への保護者の対応
（６８.０）１７調理上の工夫と食べさせようとする
（２０.０）５工夫はせず食べさせようとする
（　０.０）０何もしない
（１２.０）３その他
自宅での野菜栽培
（３６.０）９していない
（　４.０）１子ども以外でやっている
（６０.０）１５子どもも一緒にやっている
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もやしの中華和えと事後の含め煮で差は無く、事前のひ
じきいりサラダと事後のきざみ昆布の炒り煮では事後で
高かった（ｐ＜０.００１）。しかし、提供した副菜中の野菜量
は事前のひじき入りサラダが多かったため、野菜摂取量
にすると、ひじきいりサラダ３０.６ｇと事後のきざみ昆布
の炒り煮１３.３ｇであった。
　質問紙調査の中から本研究では、『家庭で「なす」料理
が出されたときの４歳児の摂取状況』について解析した
結果を表５に示す。家庭で「なす」料理が出されたとき
に「食べる」割合は、事前と事後で有意な差はみられな
かった（ｐ＝０.５２５）。
Ⅳ　考察
　幼稚園での２ヶ月間の「なす」の栽培体験の前後で、
幼稚園給食における「なす」の味噌炒めとカレー炒めの
摂取量が事前より事後で有意に多かったことから、４歳
児においても、幼稚園での単独の野菜栽培体験は、栽培
をおこなった野菜の給食での残食量を減らし、摂取量を
増加させることが示唆された。この結果が得られた理由
として、５歳児について同様の研究をおこなった先行研
究では、自ら栽培し食べるといった視覚や味覚に関連し
た食体験は、児童の野菜への苦手意識を減らし、食べて
みようという摂取意識が高まったことがあげられてお
表３　幼稚園給食における「なす」の味噌炒めとカレー炒めの事前事後の摂取量
有意確率１）
事後（ｎ＝３２）
平均値±標準偏差（ｇ）
事前（ｎ＝３２）
平均値±標準偏差（ｇ）給食の「なす」料理
０.００１３３.７±１８.１２０.９±１９.４「なす」の味噌炒め
ｐ＜０.００１２５.８±１９.７１０.３±１３.７「なす」のカレー炒め
　１）対応のあるｔ検定
表４　幼稚園の通常給食における副菜の事前事後の野菜摂取量と摂取率
事後（ｎ＝３２）事前（ｎ＝３２）
有意確率４）野菜摂取
率３）（％）
野菜摂取
量２）（ｇ）
副菜中の野
菜量１）（ｇ）
副菜料理野菜摂取
率３）（％）
野菜摂取
量２）（ｇ）
副菜中の野
菜量１）（ｇ）
副菜料理
平均値±
標準偏差
平均値±
標準偏差
平均値±
標準偏差
平均値±
標準偏差
０.５５０７８.０±３１.８１１.８±４.８１５含め煮７３.９±３８.２３７.０±１９.１５０
もやしの中華
和え
ｐ＜０.００１８９.０±１４.２１３.３±２.１１５
きざみ昆布の
炒り煮
６２.４±３９.１３０.６±１９.２４９
ひじきいりサ
ラダ
　１）副菜中の野菜量は、調理後の重量変化を考慮するため、（献立上の副菜中の野菜重量／献立上の副菜中の全食材量合計）×
調理後の副菜の盛り付け量５０ｇで算出した。
　２）野菜摂取量は、副菜中の野菜量から残食量（秤量）を引いて算出した。
　３）野菜摂取率は、野菜摂取量／副菜中の野菜量×１００で算出した。
　４）野菜摂取率について事前と事後の差：対応のあるｔ検定
表５　家庭で「なす」料理が出されたときの摂取状況
有意確率１）
事後事前
摂取状況 ％
（１００.０）
人数
ｎ＝２５
％
（１００.０）
人数
ｎ＝２５
（２０.０）５（１６.０）４とてもよく食べる
（４４.０）１１（４０.０）１０少し食べる
０.５２５（　８.０）２（　４.０）１普通
（１６.０）４（３２.０）８あまり食べない
（１２.０）３（８.０）２まったく食べない
　１）Wilcoxonの符号付順位検定
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り４）、本研究でも同様の理由が考えられる。また、「な
す」の味噌炒めでもカレー炒めでも有意に減少したこと
から、和風や洋風などの味付けは関係ないと考えられ
た。しかし、コントロール群を設定していないため、数
か月でも成長による影響、季節の影響などを排除しきれ
ていなく、本当に栽培の効果であるかどうかは更に検討
が必要である。
　「なす」以外の通常給食の副菜の野菜摂取率について
は、ひじきいりサラダときざみ昆布の炒り煮のみ有意差
がみられた。しかし、前後で比較する副菜の料理や野菜
の割合、味付けが違ったため、「なす」以外の野菜につい
て摂取量に変化があったかどうかは本研究では明らかに
できなかったと考える。また、本研究での副菜中の野菜
の摂取量の算出方法は、盛り付けた副菜中の野菜量を実
測ではなく方法で記載したように計算値で求めており、
誤差がどの程度であるかが明確ではない。重量前後で比
較する場合、献立や料理を揃えて行う必要があったと考
えられる。幼児の発達段階から考えて、「なす」などの
個々の食物を、「野菜」類として認識できるのかどうかな
どを含めて、検討が必要である。
　尚、事前調査では家庭で野菜栽培をおこなっている４
歳児が６０％いたため、本結果へのバイアスを検討した。
家庭での野菜栽培の有無間で、事前の給食の「なす」料
理及び「なす」以外の野菜料理の摂取量に有意差はみら
れなかった。したがって家庭での野菜栽培が本結果に影
響した可能性は少ないと考えられる。しかし、対象幼稚
園は食育に対して積極的であり、保護者食育への関心も
高いと考えられる。このことが、本介入の効果にプラス
の影響をした可能性がある。
　保護者に聞いた４歳児の『家庭で「なす」料理を出し
たときの摂取状況』について栽培前後で有意な差はみら
れなかった。また、個人別の前後変化では摂取が増えた
園児が７人（２８%）、減った園児が６人（２４%）、変化が
なかった園児が１２人（４８%）であった。
　「なす」料理の摂取状況について、幼稚園給食では変化
があり、家庭では変化が無かった理由として、１つめは
幼稚園での栽培体験の影響が家庭までは及んでいないこ
と、２つめは幼稚園では友達と一緒の食事であるため効
果を与え合う可能性があること、３つめは幼稚園より家
庭で甘えが許される環境であることなどが考えられる。
さらに、家庭での摂取状況を把握する質問の回答選択肢
が「とてもよく食べる」から「まったく食べない」まで
の５段階であり、保護者が４歳児の摂取状況を捉えて回
答するのに妥当であったかの検討が必要である。
　本研究の限界としては、対象施設が１園であり、人数
が少なかったこと、コントロール群がなかったことがあ
げられる。単独の野菜栽培体験がその野菜摂取に影響を
及ぼすのかさらに検証するためには、対象者の人数を増
やし、野菜栽培体験をおこなわないコントロール群と野
菜栽培体験をおこなう介入群との比較が必要である。ま
た、給食で栽培をおこなわなかった野菜への影響を検証
するには、同じ献立、野菜料理で比較する必要がある。
さらに、家庭での野菜摂取への影響を検証するために
は、より妥当性が高い調査方法を用いる必要がある。
　
Ⅴ　結論
　幼稚園の４歳児が、幼稚園で２ヶ月間、単独の野菜栽
培体験をすることで、栽培をおこなった野菜について
は、幼稚園給食で摂取量が増加することが示唆された。
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